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　2017年9月28日に、南極昭和基地とアイスランドとの間で同時観測された共役点オーロライベントの解析結

果について紹介する。この時、南極側では、昭和基地から東に約500km離れた沿岸域のアムンゼン湾に設置さ

れている「無人オーロラ観測装置（UAO：Unmanned Auroral Observation system）」によっても、全天

オーロライメージャのデータが取得されており、従来よりもより広い経度範囲でのオーロラ活動の共役性の議

論を行う。

 
オーロラ、共役点観測、サブストーム

aurora, conjugate observation, substorm

 

PEM11-23 日本地球惑星科学連合2019年大会

©2019. Japan Geoscience Union. All Right Reserved. - PEM11-23 -


